
　歯周病は全身の病気と深い関わりをもつといわれています。日本歯
周病学会にご協力をいただき、歯周病についてのお話をうかがいます。
　第9回は「歯周病と血管疾患」です。

本当は怖い「歯周病」　

歯周病と血管疾患
第 9回連載

歯周病予防のため、年に１、2回は歯科医院で
クリーニングをしましょう。

次号は「歯周病と認知症」です。
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血
管
疾
患
（
心
血
管
疾
患
）と
は
、
お
も
に
動
脈
硬
化

に
よ
っ
て
血
管
の
内
腔
が
狭
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
臓

器
・
組
織
へ
、
酸
素
を
豊
富
に
含
ん
だ
血
液
の
供
給
が

不
足
す
る
疾
患
で
す
。

　

心
血
管
疾
患
に
は
、
心
臓
に
栄
養
を
供
給
す
る
血
管

で
あ
る
冠
状
動
脈
が
狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
た
り
し

て
、
心
筋
へ
の
血
流
が
減
少
す
る
冠
動
脈
疾
患
、
脳
の

血
管
が
動
脈
硬
化
や
血
栓
な
ど
で
閉
塞
し
た
結
果
、
そ

の
先
の
脳
の
細
胞
や
組
織
が
壊
死
す
る
脳
梗
塞
、
下か

肢し

に
血
液
を
供
給
す
る
血
管
の
狭

き
ょ
う

窄さ
く

や
閉
塞
に
よ
り
起
こ

る
末
梢
閉
塞
性
動
脈
疾
患
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
心
血
管
疾
患
の
お
も
な
原
因
と
な
る
動

脈
硬
化
（
動
脈
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
沈
着
し
、
組

織
変
性
と
弾
力
性
低
下
に
よ
っ
て
血
管
が
硬
化
す
る
。

そ
の
部
位
に
炎
症
性
細
胞
が
集
積
す
る
こ
と
で
、
粥
状

の
塊
〈
ア
テ
ロ
ー
ム
性
プ
ラ
ー
ク
〉が
生
じ
る
）に
お
い

て
、
炎
症
歯
周
組
織
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
炎
症
関
連

物
質
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）や
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
（
Ｔ
Ｎ
Ｆ‒

α
、
IL‒

１
、
IL‒

６
）が
持
続
的
に
産
生
さ
れ
、
そ

れ
ら
炎
症
性
物
質
が
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
血
管

を
め
ぐ
り
全
身
に
炎
症
が
波
及
す
る
こ
と
で
、
動
脈
硬

化
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

を
参
照
）。

　

実
際
に
、
歯
周
病
の
治
療
に
よ
り
、
血
管
内
皮
細
胞

の
機
能
が
改
善
し
た
り
、
歯
周
病
の
患
者
で
は
、
血
中

の
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
）が
、
歯
周
病
で
な
い
人
た
ち
と
比
較
し
て
、
低
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
た
病
変
部
か
ら
は
、

歯
周
病
細
菌
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
口
腔
内
細
菌
が
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
（
微
生
物

の
集
合
体
）が
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
で
増
殖
し
、
歯
肉
に
炎

症
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
の
潰
瘍

面
か
ら
、
組
織
内
に
細
菌
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
細

菌
の
構
成
成
分
で
あ
る
リ
ポ
多
糖
（
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
病
原
因
子
が
生
体
内
に
侵
入
し
、
血
管
を
め

ぐ
っ
て
全
身
の
組
織
や
臓
器
に
移
行
し
た
結
果
、
動
脈

硬
化
部
位
に
も
集
積
し
、
さ
ら
に
同
部
位
の
炎
症
を
悪

化
さ
せ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
を
参
照
）。

　

ま
た
、
歯
周
病
は
、
虚
血
性
心
疾
患
の
発
症
率
の
上

昇
と
関
連
し
て
お
り
、
歯
周
病
患
者
に
お
い
て
は
、
歯

周
病
が
な
い
人
と
比
較
し
て
、
虚
血
性
心
疾
患
の
割
合

が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー（
詳

細
な
学
術
文
献
解
析
）の
結
果
、
歯
周
病
の
治
療
に
よ
っ

て
、
短
期
的
に
は
全
身
の
炎
症
の
マ
ー
カ
ー
や
血
管
機

能
の
改
善
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
加
齢
、
喫
煙
、
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
、
人
種
、
教
育
期
間
、
経
済
力
、
糖
尿
病
、

肥
満
な
ど
の
リ
ス
ク
因
子
が
歯
周
病
と
虚
血
性
心
疾
患

と
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
デ
ー
タ
の
判
断
を
惑
わ
せ

る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
歯
周
病
と
虚
血
性
心
疾
患
と

の
間
に
、
直
接
的
な
関
連
性
は
認
め
な
い
と
の
報
告
も

あ
り
ま
す
。
今
後
も
歯
周
病
と
の
関
連
性
を
証
明
す
る

た
め
に
、
さ
ら
な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ー
ジ
ャ
ー
病
は
、
末
梢
閉
塞
性
動
脈
疾
患
の
一
つ

で
、
手
足
の
血
管
に
炎
症
が
起
き
る
結
果
、
血
管
が
詰

ま
り
、
悪
化
す
る
と
足
の
指
、
膝
下
で
の
切
断
に
至
る

こ
と
も
あ
る
原
因
不
明
の
疾
患
で
す
。
バ
ー
ジ
ャ
ー
病

と
歯
周
病
が
関
連
す
る
と
の
臨
床
研
究
報
告
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
の
悪
化
の
原
因
が
歯
周

病
細
菌
に
よ
る
可
能
性
も
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研

究
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
死
因
の
中
で
、
大
き
な
割
合
を
占
め
る
心

血
管
疾
患
の
発
症
や
進
行
は
、
日
常
の
生
活
習
慣
や
食

生
活
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
歯
周
病
は
、
お

口
の
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と

が
、
心
血
管
疾
患
の
予
防
に
も
繋
が
る
と
意
識
し
て
、

定
期
的
な
歯
科
受
診
や
正
し
い
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
歯
周
病
に
な
ら
な
い
口
腔
衛
生
の
維
持
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

血管

血管内膜

LDL（悪玉コレステロール）

泡沫細胞
　LDLなどを取り込み
　泡状になった細胞

マクロファージ
（大喰細胞）

単球
（白血球の一種）

サイトカイン産生

分化

活性化

アテローム性
プラーク

血管内皮細胞

接着亢進

体内に侵入した歯周病細菌（Pg、Td、Tf など）

肝臓で産生された急性期タンパク
（CRP：炎症関連物質）

歯周病巣で産生されたサイトカイン
 細胞の情報伝達に関わるタンパク質 ⁄
 TNF-α、IL-1、IL-6 など

歯
周
病
の
炎
症
性
物
質
が

血
管
か
ら
全
身
に
波
及

歯周病がアテローム性動脈硬化に及ぼす影響（仮説）図

口
腔
内
細
菌
が

動
脈
硬
化
を
悪
化
さ
せ
る

バ
ー
ジ
ャ
ー
病
と
も
関
連

歯
周
病
予
防
で
心
血
管
疾
患
の
予
防
を

＊アテローム性動脈硬化とは、血
管に余分なコレステロールがたま
り、血管が狭くなったり詰まった
りする病気。病気が進行すると
心筋梗塞や脳梗塞につながる。
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